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概要：中学校の英語の授業における単語の学習に，単語の強く読む部分（強勢部分）を飛び出させて表

示する 3D 映像を活用した教材を用いた。3D 表示することで，英単語の強勢の位置を正しく理

解することを目指した実践であった。具体的には強勢を立体的に表現する教材を作成し，英単語

100 語を学習する際にグループを２つに分け，A グループは 50 語を 3D で学習し，残りの 50 語

は 2D（ワークシート）で学習，B グループは A グループとは逆の方法で学習し，それぞれの効

果を比較した。実践は計 4 回実施し，テストは事前テストを含み計 5 回行った。その結果，3D
で学習した生徒の方が 2D で学習した生徒よりも学習効果が高いという傾向が見られた。 
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１ はじめに 

 平成 29 年 3 月公示された新学習指導要領で

は，取り扱う語数について，小学校で学習する

600〜700 語に加え，現行の「1200 語程度」の語

から五つの領域別の目標を達成するための言語

活動に必要な「1600～1800 語程度」の語に改訂

した（文部科学省 2017）。 

 教科書での強勢の表記に関して，語強勢はほ

とんどの教科書会社が，最も強い部分の強勢を

表す（ ｀または▼ ）のにとどまっており，最

も強いところがわかればよい，または次に強い

強勢を示すことで混乱するのを避けるというね

らいがあると推測される。英単語の正しい強勢

位置を理解することは，英語学習の基礎となる

部分である。また，都道府県によっては高等学

校学力検査において，英単語の強勢位置を問う

問題も出題されている。ゆえに英語学習におい

て英単語の正しい強勢位置について理解するこ

とは必要不可欠であると考えられる。 

 本研究では，英単語における基本的な強勢を

指導し，3D 表示を用いることで英単語の強勢の

位置を正しく理解することを目指して，英単語

の強勢部分を飛び出させて表示することが可能

な 3D の特性を活用した教材を作成し，実践を

試みた。これまでに行った英文の文強勢を 3D表

示にした教材を用いた授業実践の結果からは，

3D で表現された英文の方が通常の 2D 教材（ワ

ークシート）よりも文強勢の位置に対する誤答

が少ない傾向が見られることなどが分かってい

る（山﨑，柴田 2017）。 

 

２ 研究の方法 

（１）調査対象および調査時期 

 3D 教材を使った授業は，新潟県内の O 公立

中学校の 3 年生 19 名のクラスで 2017 年 11 月

～12 月に英語の授業内で行った。詳しい日程等

は表 1 に示す。また，テスト（後述するワーク

シート回答）は事前・事後合わせて 5 回行って

おり，練習は 4 回行った。練習で使った問題は，

1～4 まで 4 つあり，1 つの問題には 25 語ずつ

英単語が用意されている。100 個の英単語を提

示し，3D 教材，2D 教材を用いて発音練習やテ

ストを行った。 

 

表 1 テストの実施日と内容について 

 

 

 

 

 



 具体的には，授業実践する前のプレテスト（テ

スト 1）を行った。テスト 2 は，3D 教材と 2D

教材（ワークシート，アクセント記号なし）を

用いて行った。その際，それぞれの教材を用い

て英単語を 1 回ずつ発音し，2 回行った後，す

ぐにテストを行った。テスト 3 は，2 回目の授

業実践前のテストとして行われた。また，テス

ト 3 を行うまでの間，発音練習は行わなかった。

テスト 4 は，3D 教材と 2D 教材（ワークシート，

アクセント記号あり）を用いて発音練習を行っ

た（英単語を 1 回ずつ発音し，2 回行った）後，

すぐにテストを行った。テスト 5 は，3D 教材と

2D 教材（ワークシート，アクセント記号あり）

の実施を 2 日間行った（英単語を 1 回のみ発音

練習を行った）後，後日テストのみを実施した。 

 また，テスト 2 とテスト 4 で欠席者が各 1 名

いた。そのため，データの分析はその 2 名を除

いた 17 名で行った。 

 

（２）教材・教具 

 奥行きや凹凸を直接的に表現できるという

3D 映像の機能性に注目して，英単語の強勢部

分を表示画面よりも手前に飛び出させ，音が弱

くなる部分を相対的に奥に表示することで，強

勢を置く位置を表現した（図 1）。すなわち，文

字の奥行き方向の位置の違いにより，英単語の

強勢の位置を学習者に呈示した。 

図 1  英単語の強勢における 3D 表現の例 

（アナグリフ 3D 映像） 

 

 授業で用いる教材として，新潟県の教育事務

所が作成した英単語集の中から 100 語のアクセ

ントを厳選したリストを作成し，使用した。し

かし，その 100 語の中には強勢位置が間違って

いる単語や重複している単語などがあったため

に，分析する単語 100 語の中から 6 語除外し，

94 語を分析の対象とした。その単語に対して，

3D 映像のビデオ編集ができる PC 用ソフトウ

ェアを用いて，強勢を置く部分の奥行き位置を

調整した。英単語の強勢の位置は，英単語集に

提示されているアクセントに基づいて立体感を

付けた。具体的には，ベースとなる文章は 3D デ

ィスプレイの画面上に表示し，強く読む部分を

飛び出して表示させた。授業実践で使用するこ

とを事前に決めていた 4.88 型 3D モバイル端

末（NEW NINTENDO 3DS LL，Nintendo）によ

り，調整や確認を行った。その際，3D 観察時に

おける安全性と快適性にも配慮し，過度に大き

な視差量とならないようにした（Shibata et al. 

2011）。 

 

（３）英単語の強勢に関する評価 

 英単語の強勢を意識した 3D 教材の効果を評

価するために，学習対象とした英単語のワーク

シートを用意し，強く読んだ方が良いと思う部

分を生徒に回答させた。その解答を英単語集の

正答を見ながら採点した。回答方法としては，

ワークシートに書かれている英文に対して，強

く読む位置に印を付けさせた。 

 

（４）実践授業の流れ 

 最初に，O 公立中学校の英語教諭が帯活動と

して普段の授業で行っている英語の曲を用いた

ウォームアップ活動を行った。この活動の後に，

教員から強勢に気を付けて英単語を読むことに

ついて説明をした後，生徒を 9 つのグループに

分け，それぞれのグループに 3D モバイル端末

を渡した。1 グループの人数は 2 名であり，問

題 1 と問題 3 を 3D 表示で英文を読む A グルー

プと，問題 2 と問題 4 を 3D 表示で読む B グル

ープの 2 群に分けた。なお，全員が 3D 教材と

2D 教材（図 2）を使用した。次に，3D モバイ

ル端末および 3D 英語教材の使い方について説

明をした。3D モバイル端末は，一人ずつ使い，



画面から 35cm くらいの距離で正面から見るこ

とを指示した。また，画面が見づらかったり，

もし気分がすぐれなかったりしたら，すぐに教

員に申し出るように伝え，健康面に関しても配

慮した。その後，グループ内で順番に，3D モバ

イル端末を用いて英語教諭と共に音読練習を行

った。英単語 100 語を 1 個ずつ練習し，それを

2 回くり返し行った。ただし，問題 1 から問題

2 と問題が切り替わるごとに，同じグループの

人に 3D モバイル端末を渡してこの活動を繰り

返し，合計で 4 回の練習を行った。英単語 100

語は，それぞれ 1 語ずつ 1 画面に分けて表示し

た。そのため，1 回の練習で生徒は 50 画面を使

った。画面の切り替えは生徒が自分で行った。

音読による練習後，学習対象とした英単語が書

かれたワークシートを配布し，どの部分を強く

読んだら良いと思うのかを生徒に回答させた。 

 

 

図 2 練習する際の 2D 教材（ワークシート） 

 

３ 結果 

 1 回目から 5 回目のテストの平均正答率につ

いて述べる。全般的な結果として，テストの回

数を重ねるごとに正答率が高くなった（図 3）。 

 

 

図 3 正答率の平均の結果 

 

 グループごとに平均正答率を比較した結果を

図 4 に示す。A グループは問題 1 と問題 3 を 3D

教材で学習し，問題 2 と問題 4 を 2D 教材で学

習しており，B グループはその逆であった。A

グループの方が B グループよりも，3D 教材で

学習した際の効果が高いことが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 グループごとの平均正答率の比較 

 

 次に，3D 教材で学習したときと 2D 教材で学

習したときの学習効果について述べる。具体的

には，A グループ及び B グループが 3D 教材で

学習した問題の平均正答率と 2D 教材で学習し

た問題の平均正答率を比較した。その結果，3D

教材で学習した方が，平均正答率が高い傾向が

みられた（図 5）。 



図 5 3D と 2D の正答率の結果 

 

 今回の研究ではテストを計 5 回行っており，

テスト 1 とテスト 2 が関係する 1 回目の授業実

践の際は，2D 教材として用いる英単語にアクセ

ントマークがついていないものを用いた。一方，

テスト 3 とテスト 4 が関係する 2 回目の授業実

践の際は，2D 教材として用いる英単語にアクセ

ントマークがついているものを用いた。そのた

め，テスト 2 とテスト 4 は，どちらも授業実践

を行った直後に実施しているが，2D 教材の条件

が異なっていた。そこで，2D 教材にアクセント

マークがない場合とある場合では，どのような

違いがあるのか検討した。 

テスト 2 では，3D と 2D の平均正答率を比較

すると，3D 教材で学習した方が，約 10%正答率

が高かった。一方，テスト 4 では，3D と 2D の

正答率の差はテスト 2 と比べると小さくなって

いたが，3D 教材で学習した方が，平均正答率が

高かった。そのため，2D 教材のアクセントマー

クの有無に関係なく，3D で学習した方が，正答

率が高いということが示唆された。 

 

４ 考察と結論 

 今回の実践から，3D 表示を用いた教材を用

いた方が 2D 教材よりも英語の学習効果が高く

なることが示された。テスト 1 から 5 までの全

体正答率の平均を比較したとき，全般的な結果

として，テストの回数を重ねるごとに正答率の

平均が上がっていたが，テスト 3 ではわずかな

がら下がっていた。これは，テスト 2 とテスト

3 の実施期間が空いてしまったためだと考えら

れる。また，今回の実践では，ある期間継続し

て 3D 教材を使用してみた。その結果，3D 教材

を継続して使用することで難易度の高い単語の

学習効果が高まることが示唆された。 

 

５ 今後の課題 

 今後の課題は，3D 英語教材を用いて英単語

の強勢を理解することによる学習効果を多面的

に評価し，検証することである。また，前回文

強勢についての授業実践を行っているため，3D 

英語教材により，適切に抑揚をつけて英文が読

めるようになることのさらなる検討に加え，内

容理解やコミュニケーションへの意欲の向上へ

の影響についても検討したい。さらに，3D 教材

を今回の実践以上に継続的に使用した際の学習

効果について検討していきたい。 
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